表題をここに記入

―副題はここに―
副題から1行空けて導入を書き始める。以下は説明兼スタイル表示のための文章なので，これを書き換えてご利用願いたい。なお，説明は概要であり，執筆投稿規程も参照のこと。英文での投稿もこれに準じること。
改行後の新たな段落はインデントで1文字分下げる。
読点は全角カンマ（，）で，句点は通常の和文全角句点（。）を用いること。但し，引用文献などにおける英文中でのカンマは半角を用いること（半角カンマ後には半角スペース）。たとえば，（Wundt, 1891）など。なお，著者が複数の場合，初出の引用文献表示では全員記し，2回目以降は「他」や”et al.”を用いる。
方法
方法･結果･考察・引用文献の区分表示は1行空けて太字で明示し，センタリングすること。それ以下の文は行を空けずに書き始める。段落開始の1文字サゲは共通。
「方法」においては，参加者・手続きなどの小区分を用い，書き方は最新の「日本心理学会　執筆投稿の手引き」，並びに過去の本誌にならうこと。両者に相違がある場合は前者に従う。
結果
結果においては，図表は別に提出のこと。おおよその位置を下のような形で四角囲みの上，１行とってセンタリングして示す。
Table1
検定結果などの英数字も半角。たとえば（F(2, 5) = 7.65, p < .01）。このF値の両脇のカッコは全角であることに注意。半角スペースにも留意。英文での引用文献表示も同様。
小見出し

わかりやすさのため，適宜小見出しをつけてもよい。その場合，小見出しは前段落に1行空けて1行取る。
このとき，１字下げずに太字で書く。それ以下の文は行を空けずに1文字下げて書き始める。
考察
脚注・謝辞を加える場合は引用文献の後に記す。本文中における脚注の見出しはこのように1上付き文字でつける。
考察の後に引用文献を記す。書き方は最新の「日本心理学会　執筆投稿の手引き」に従う。下では例を示す。
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◇◇◇◇◇

＜脚注＞
1　本文中に振った番号を文頭に置き，全角スペース1つを空けて書き始める。
2　アラビア数字は基本的に全て半角とする。
3　謝辞は脚注で表示する。（ただし、投稿時には謝辞から投稿者が特定されることを回避するため、謝辞を入れずに投稿し、採択が決定した後に謝辞を付して最終稿とする。）
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